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３月定例会
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平成25年度一般  会計当初予算

               83億        3600万円が成立
３月定例会

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
を
�
３
月
５
日
か
ら
15

日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
�

　

今
定
例
会
で
は
�
平
成
25
年
度
当
初
予
算
を
は
じ

め
�
条
例
の
制
定
や
改
廃
�
平
成
24
年
度
補
正
予
算

な
ど
議
案
46
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
�

　

審
議
の
結
果
�
中
学
校
統
合
に
必
要
な
学
校
設
置

の
改
正
条
例
１
件
と
�
給
食
セ
ン
タ
�
建
設
に
関
連

す
る
改
正
条
例
２
件
を
継
続
審
査
�
そ
の
ほ
か
は
�

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
�

　

ま
た
�
町
政
一
般
質
問
で
は
�
４
人
が
登
壇
し
�

町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
�

※
予
算
額
は
�
１
０
０
０
円
以
下
の
単
位
を
切
り
捨

て
て
表
示
し
て
い
ま
す
�

３月定例会

　

町
税
は
�
18
億
１
１
８

６
万
円
で
�
１
・
０

�

�
１
７
８
０
万
円
�
の
減

と
な
り
ま
す
�

　

地
方
交
付
税
は
�
２
・

５
�
�
７
４
３
５
万
円
�

増
の
30
億
３
７
６
６
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
�

　

国
庫
支
出
金
は
�
３
・

２
�
�
１
２
２
６
円
�
減

の
３
億
７
３
３
５
万
円
�

県
支
出
金
は
�
11
・
１
�

�
６
８
６
２
万
円
�
増
の

６
億
８
８
１
５
万
円
で
す
�

　

繰
入
金
は
�
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
２

億
円
を
含
む
２
億
５
０
９

５
万
円
と
な
り
ま
す
�

　

統
合
中
学
校
建
設
事
業

債
が
増
と
な
り
�
18
・
９

�
�
１
億
５
２
５
０
万
円
�

増
の
９
億
５
８
５
０
万
円

で
す
�

　

平
成
25
年
度
末
の
町
債

残
高
見
込
額
は
�
す
べ
て

の
会
計
を
合
わ
せ
て
�
１

▲統合中学校の計画にある原町中学校

　中学校統合に関連する議案は、議会において継続審査になっている

歳

入

町
債
（
町
の
借
金
）

平成25年度一般  会計当初予算

               83億        3600万円が成立

地方交付税
30億3766万円

36.5%

町税
18億1186万円

21.7%

国庫・県支出金
10億6151万円

12.7%

町債
9億5850万円

11.5%

諸収入ほか
7億2565万円

8.7%

繰入越
2億5095万円

3.0%

繰越金
2億1000万円

2.5%

使用料及び
手数料

1億5079万円
1.8% 使用料及び手数料

1億4668万円
1.8%

歳 入
83億

3600万円
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平成25年度一般  会計当初予算

               83億        3600万円が成立

一般会計前年度比
　  4. 9㌫の増

５
５
億
４
７
５
１
万
円
で
�

町
民
１
人
あ
た
り
に
換
算

す
る
と
約
98
万
円
で
す
�

　

総
務
費
で
は
�
地
域
開

発
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

に
土
地
開
発
公
社
解
散
に

伴
う
分
譲
地
の
購
入
費
３

０
０
０
万
円
�
町
勢
要
覧

作
成
委
託
料
２
０
０
万
円
�

公
図
デ
ジ
タ
ル
デ
�
タ
作

成
委
託
料
７
１
３
万
円
�

パ
ス
ポ
�
ト
発
行
事
務
２

９
１
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
�

　

民
生
費
で
は
�
地
域
密

着
型
小
規
模
多
機
能
居
宅

介
護
施
設
の
整
備
に
補
助

�
３
５
４
０
万
円
計
上
�

を
実
施
し
ま
す
�

　

衛
生
費
で
は
�
新
規
に

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接

種
を
補
助
�
１
０
５
万
円

計
上
�
す
る
ほ
か
�
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

は
引
き
続
き
補
助
�
８
０

０
万
円
計
上
�
し
ま
す
�

ま
た
�
あ
づ
ま
共
同
霊
園

の
区
画
増
設
工
事
�
４
７

０
万
円
計
上
�
�
あ
が
つ

ま
共
同
霊
園
の
用
地
購
入

を
行
い
ま
す
�

　

農
林
水
産
業
費
で
は
�

農
山
村
に
興
味
を
持
つ
若

者
を
受
け
入
れ
�
地
域
活

性
化
を
目
指
す
事
業
�
緑

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
事
業

に
２
４
２
万
円
�
畜
産
基

地
建
設
事
業
の
繰
上
償
還

に
２
億
４
３
６
５
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
�

　

商
工
費
で
は
�
住
環
境

の
向
上
と
商
工
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
�
住
宅
新

築
改
修
等
の
補
助
�
８
０

０
万
円
計
上
�
を
継
続
し

ま
す
�

　

土
木
費
で
は
�
道
路
維

持
費
に
８
５
２
７
万
円
�

道
路
改
良
費
に
２
億
９
９

２
万
円
を
計
上
し
�
町
道

の
管
理
を
行
い
ま
す
�

　

消
防
費
で
は
�
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
購
入
�
２

４
２
８
万
円
計
上
�
を
予

定
し
て
い
ま
す
�

　

教
育
費
で
は
�
統
合
中

学
校
の
施
設
整
備
事
業
費

と
し
て
２
億
１
２
４
２
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
�

　町長は、予算の提案理由の中で、基本的

な考え方を述べました。

　国の25年度予

算は、日本経済

再生に向けて、

緊急経済対策に

基づく24年度補

正予算と一体的

なものとして、予算を編成しています。財

政健全化目標を見据え、前年度よりひきし

まった中身とする中で、補正予算と同様に、

復興・防災対策、成長による富の創出、暮

らしの安心・地域活性化に重点化するとさ

れています。

　町においては、国の方針を受け、事務事

業評価委員会などで既存事業の見直しを行

い、喫緊の政策課題への取り組みをはじめ、

総合計画の基本理念である「人と自然の息

吹が未来を奏でる笑顔あふれるまち」を着

実に推進することを踏まえて予算を編成し

ました。

　事務事業の見直しや経費節減に努めなが

ら、町民ニーズにできる限り応えられる予

算としました。

予算編成方針

歳

出

一般会計前年度比
　  4. 9㌫の増

平成25年度一般  会計当初予算

               83億        3600万円が成立

歳 出
83億

3600万円

民生費
18億2942万円

21.9%

総務費
17億143万円

20.4%

教育費
11億3612万円

13.6%

公債費
10億7827万円

12.9%

土木費
8億3014万円

10.0%

農林水産業費
6億5040万円

7.8%

衛生費
4 億8674万円

5.8%

消防費
3億4729万円

4.2%

商工費
1億4765万円

1.8%

議会費
9593万円

1.2% 諸支出金ほか
3256万円

0.4%
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一
般
会
計
予
算
を
問
う

議
員　

中
学
校
統
合
に
必

要
な
学
校
設
置
の
改
正
条

例
が
�
継
続
審
査
に
な
�

た
が
�
予
算
の
執
行
�
施

設
整
備
の
事
業
執
行
�
を
�

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
�

町
長　

継
続
審
査
と
な
�

た
結
果
は
�
重
く
受
け
と

め
る
�

　

改
正
条
例
が
成
立
し
な　

く
て
も
事
業
執
行
で
き
る　

と
考
え
る
が
�
状
況
を
見　

極
め
な
が
ら
慎
重
に
判
断　

し
て
い
き
た
い
�

議
員　

継
続
審
査
中
は
�　

予
算
が
成
立
し
て
も
�
事　

業
の
執
行
を
待
つ
と
い
う　

こ
と
か
�

町
長　

審
議
中
は
手
が
つ

け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
�

議
員　

よ
り
良
い
教
育
環

境
を
作
る
と
い
う
目
的
は
�

議
会
�
町
執
行
部
と
も
に

一
緒
だ
が
�
合
意
形
成
へ

の
議
論
不
足
や
手
続
き
の

進
め
方
な
ど
に
問
題
が
あ

る
�
手
順
を
踏
ん
だ
上
で

進
め
て
ほ
し
い
�

町
長　

説
明
会
な
ど
の
状

況
を
把
握
し
た
上
で
の
判

断
で
あ
り
�
十
分
理
解
い

た
だ
け
る
と
考
え
る
�

　

町
民
の
利
益
の
た
め
に

判
断
し
て
い
く
こ
と
が
究

極
で
は
あ
る
が
�
引
き
続

き
一
致
点
を
探
り
な
が
ら

進
め
た
い
�

交
際
費
の
増
額

議
員　

交
際
費
が
増
額
に

な
�
て
い
る
が
�

町
長　

社
会
参
加
費
で
あ

る
�

議
員　

社
会
参
加
費
と
は
�

町
長　

円
滑
な
行
政
活
動

を
進
め
る
上
で
�
各
種
団

体
と
の
会
合
な
ど
に
関
係

職
員
が
参
加
す
る
た
め
の

費
用
で
あ
る
�

議
員　

支
出
の
根
拠
は
�

町
長　

執
行
に
向
け
て
取

扱
基
準
を
定
め
た
い
�

議
員　

こ
れ
ま
で
は
�
ど

の
よ
う
に
処
理
し
て
い
た

の
か
�

町
長　

参
加
し
た
職
員
個

人
が
負
担
�
飲
食
を
伴
う

場
合
な
ど
�
し
て
い
た
�

議
員　

今
後
�
公
費
で
支

出
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
�

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
は
�

町
長　

そ
の
た
め
に
基
準

を
定
め
て
�
適
正
に
執
行

し
て
い
き
た
い
�

議
員　

執
行
前
に
基
準
を

示
し
て
ほ
し
い
�

町
長　

基
準
が
で
き
あ
が
�

た
段
階
で
示
し
た
い
�

公
的
病
院
の
支
援

議
員　

不
採
算
地
区
公
的

病
院
等
助
成
金
の
ほ
か
に
�

財
政
上
の
支
援
の
考
え
は

あ
る
か
�

町
長　

他
町
村
と
の
連
携

に
よ
る
公
的
病
院
へ
の
医

療
機
器
整
備
事
業
補
助
金

統
合
中
学
校
の
整
備

一
般
会
計
予
算
を
問
う

▲太陽光発電システムを設置している住宅

町債残高一覧

区　　　分 24 年度末現在高 25 年度末見込額

一 般 会 計 100億6957万円 108億4880万円

国保特別会計（施設勘定） 1927万円 1533万円

地域開発事業特別会計 2億8196万円 2億3105万円

下水道事業特別会計 33億1317万円 32億8316万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 1億9155万円 1億8464万円

水 道 事 業 会 計 10億5152万円 9億8452万円

合　　　計 149億2705万円 155億4751万円
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は
24
年
度
で
終
了
す
る
が
�

公
的
病
院
所
在
地
の
自
治

体
と
し
て
�
状
況
に
応
じ

て
検
討
し
た
い
�

防
火
水
槽
の
用
地
費
補
助

議
員　

集
会
所
用
地
費
補

助
金
は
計
上
さ
れ
て
い
る

が
�
防
火
水
槽
用
地
費
の

補
助
は
�

総
務
課
長　

予
算
に
調
査

費
が
計
上
し
て
あ
り
�
結

果
に
よ
�
て
�
補
正
予
算

を
考
え
た
い
�

国
保
会
計
の
繰
出
金

議
員　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
説

明
を
�

町
長　

国
保
税
の
改
定
が
�

12
月
議
会
で
理
解
を
得
ら

れ
な
か
�
た
の
で
�
国
保

事
業
の
運
営
に
必
要
な
財

源
を
計
上
し
た
�

議
員　

12
月
議
会
で
は
�

受
益
者
負
担
の
原
則
を
基

本
と
し
な
が
ら
も
�
激
変

緩
和
措
置
を
講
じ
て
�
国

保
税
率
を
段
階
的
に
引
き

上
げ
�
加
入
者
に
一
定
の

負
担
を
求
め
る
こ
と
を
主

張
し
た
�

　

今
回
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
の
み
と
な
�
て

い
る
が
�
理
由
は
�

町
長　

国
保
税
率
の
改
定

は
�
否
決
と
い
う
結
果
で

振
り
出
し
に
戻
�
た
と
考

え
て
お
り
�
今
後
�
方
針

を
検
討
し
て
い
き
た
い
�

議
員　

否
決
と
い
う
結
果

に
対
す
る
国
保
運
営
協
議

会
�
事
業
方
針
な
ど
を
協

議
す
る
町
の
諮
問
機
関
�

の
意
見
は
�

町
民
課
長　

今
後
も
国
保

事
業
の
状
況
を
�
加
入
者

な
ど
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
や
�

再
度
�
税
率
改
定
を
目
指

す
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
た
�

議
員　

段
階
的
な
税
率
改

定
も
視
野
に
入
れ
�
加
入

者
の
税
負
担
と
一
般
会
計

の
繰
出
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

協
議
し
�
６
月
議
会
で
議

論
し
て
い
く
こ
と
を
示
し

て
も
ら
え
な
い
か
�

町
長　

国
保
運
営
協
議
会

で
審
議
し
て
も
ら
い
�
判

断
し
て
い
き
た
い
�

若
者
定
住
の
支
援

議
員　

若
者
定
住
の
支
援

対
策
は
�

町
長　

子
育
て
に
関
連
す

る
事
業
と
し
て
�
各
種
ワ

ク
チ
ン
接
種
�
学
童
保
育

事
業
な
ど
の
費
用
を
計
上
�

こ
れ
ら
の
支
援
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
�
子
ど
も

を
育
て
や
す
い
状
況
を
作

り
上
げ
�
若
者
の
定
住
を

図
�
て
い
き
た
い
�

町
債
残
高
の
見
通
し

議
員　

町
債
�
借
金
�
の

中
長
期
的
な
削
減
計
画
は
�

企
画
課
長　

計
画
は
あ
る
�

議
員　

い
つ
に
な
れ
ば
�

財
政
状
況
を
示
す
指
数
が

改
善
さ
れ
る
の
か
�

企
画
課
長　

町
債
の
償
還

�
借
金
返
済
�
は
�
長
期

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
�

現
状
に
お
い
て
�
劇
的
に

好
転
す
る
と
い
う
こ
と
は

言
え
な
い
�

不採算地区公的病院等助成金の対象となった原町日赤

防火水槽の用地費補助は、どうなっていくのか

▲
▲

構 成 比

2 3 .1 %

1 3 .7 %

1 .0 %

8 .7 %

1 7 .1 %

1 1 .4 %

1 2 .9 %

2 .7 %

0 .0 %

9 .2 %

0 .1 %

1 0 0 %

性　質　区　分 予 算 額

1 9 億 2 8 9 6 万 円

一一 般般 会会 計計 性性 質質 別別 区区 分分

1 1 億 4 3 5 2 万 円

8 5 4 1 万 円

7 億 2 1 9 3 万 円

2 億 2 1 7 4 万 円

2 0 万 円

1 4 億 2 7 2 3 万 円

9 億 5 0 0 3 万 円

1 0 億 7 8 2 5 万 円

8 3 億 3 6 0 0 万 円

7 億 6 8 7 1 万 円

1 0 0 0 万 円

人 件 費

物 件 費

維 持 修 繕 費

扶 助 費

補 助 費

普 通 建 設 費

公 債 費

積 立 金

投 資 ・ 出 資 ・ 貸 付

繰 出 金

予 備 費

合            計
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地
域
開
発
事
業 

３
・
５
％
の
増

下
水
道
事
業 

０
・
４
％
の
減

簡
易
水
道 

22
・
１
％
の
増

水
道
事
業 
収
益
的
収
支
２
・
６
％
の
減

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
３
・
５

�
�
４
４
２
万
円
�
の
増

で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

使
用
料
５
４
１
万
円
�
一

般
会
計
な
ど
か
ら
の
繰
入

金
９
６
８
９
万
円
�
諸
収

入
１
８
４
５
万
円
で
す
�

　

歳
出
は
�
宅
地
造
成
事

業
費
�
情
報
通
信
事
業
費
�

発
電
事
業
費
を
合
わ
せ
て

７
４
１
０
万
円
�
公
債
費

�
借
金
返
済
�
５
５
０
９

万
円
で
す
�

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
０
・
４

�
�
２
４
３
万
円
�
の
減

で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

使
用
料
１
億
８
９
５
１
万

円
�
一
般
会
計
な
ど
か
ら

の
繰
入
金
２
億
５
６
８
万

円
�
町
債
�
借
金
�
１
億

２
２
６
０
万
円
で
す
�

　

歳
出
は
�
建
設
事
業
費

１
億
８
２
３
８
万
円
�
施

設
管
理
費
１
億
６
０
５
２

万
円
�
公
債
費
�
借
金
返

済
�
２
億
１
５
９
３
万
円

が
主
な
も
の
で
す
�

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
22
・
１

�
�
１
１
１
０
万
円
�
の

増
で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

使
用
料
３
９
１
６
万
円
�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

９
１
０
万
円
�
町
債
�
借

金
�
４
０
０
万
円
で
す
�

　

歳
出
は
�
維
持
管
理
費

４
６
４
９
万
円
�
公
債
費

�
借
金
返
済
�
１
４
７
９

万
円
で
す
�

　

給
水
戸
数
４
４
９
７
戸
�

年
間
配
水
量
１
５
４
万
立

方
�
の
見
込
み
で
す
�

　

水
道
事
業
収
益
�
費
用

と
も
に
前
年
度
に
比
べ
て

２
・
６
�
�
５
２
６
万
円
�

国民健康保険特別会計　施設勘定（国保診療所）▲

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計▲

▼下水道事業特別会計（合併処理浄化槽設置工事）

平
成
25
年
度

当
初
特
別
会
計
予
算
、企
業
会
計
予
算
は
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の
減
で
す
�

　

ま
た
�
建
設
的
投
資
費

用
と
し
て
�
送
配
水
設
備

工
事
費
に
５
９
１
１
万
円
�

企
業
債
償
還
金
�
借
金
返

済
�
に
６
７
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
�

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

の
総
額
は
�
前
年
度
に
比

べ
て
９
・
０
�
�
１
億
７

５
６
０
万
円
�
の
増
で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

保
険
税
４
億
８
７
１
万
円
�

国
や
県
な
ど
の
交
付
金
の

国
民
健
康
保
険 

事
業
勘
定
９
・
０
％
の
増 

施
設
勘
定
７
・
７
％
の
増

後
期
高
齢
者
医
療 

５
・
９
％
の
減

介
護
保
険 

12
・
４
％
の
増

い
わ
び
つ
荘
運
営
事
業 

０
・
１
％
の
増

ほ
か
�
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
１
億
７
９
３
８
万

円
�
基
準
外
繰
入
金
１
億

円
を
含
む
�
で
す
�

　

歳
出
は
�
保
険
給
付
費

14
億
２
１
７
４
万
円
が
主

な
も
の
で
す
�

　

ま
た
�
施
設
勘
定
�
国

保
診
療
所
�
の
歳
入
歳
出

の
総
額
は
�
前
年
度
に
比

べ
て
７
・
７
�
�
６
６
４

万
円
�
の
増
で
す
�

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
５
・
９

�
�
１
２
０
８
万
円
�
の

減
で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

保
険
料
１
億
２
５
６
１
万

円
�
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
６
５
１
３
万
円
で
す
� 　

歳
出
は
�
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
１

億
８
８
１
７
万
円
が
主
な

も
の
で
す
�

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
12
・
４

�
�
１
億
５
９
５
１
万
円
�

の
増
で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

保
険
料
２
億
１
３
５
８
万

円
�
国
や
県
な
ど
の
支
出

金
の
ほ
か
�
一
般
会
計
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
２
億
４

２
１
８
万
円
で
す
�

　

歳
出
は
�
保
険
給
付
費

14
億
２
４
５
０
万
円
が
主

な
も
の
で
す
�

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
�

前
年
度
に
比
べ
て
０
・
１

�
�
22
万
円
�
の
増
で
す
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�

保
険
者
�
利
用
者
の
負
担

金
１
億
６
５
３
４
万
円
�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

２
４
５
４
万
円
で
す
�

　

歳
出
は
�
サ
�
ビ
ス
提

供
に
要
す
る
経
費
２
億
１

８
３
７
万
円
が
主
な
も
の

で
す
�

２５年度 ２４年度 対前年比

83億3600万円 79億4500万円 4.9%

事業勘定 21億1753万円 19億4192万円 9.0%

施設勘定 9286万円 8622万円 7.7%

1億9202万円 2億 410万円 △5.9%

14億5069万円 12億9117万円 12.4%

2億1887万円 2億1864万円 0.1%

1億2919万円 1億2477万円 3.5%

5億9135万円 5億9378万円 △0.4%

6128万円 5017万円 22.1%

２５年度 ２４年度

収益的 1億9988万円 2億 514万円

資本的 1800万円 1565万円

平成２５年度 会計別予算額

歳 入 ・ 歳 出
会 計 名

後期高齢者医療特別会計

公営企業会計名
収 入

水道事業会計

２５年度

支 出

1億9988万円

1億2855万円 1億2391万円

２４年度

2億 514万円

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別養護老人ホームいわびつ荘
運 営 事 業 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

２５年度 ２４年度 対前年比

83億3600万円 79億4500万円 4.9%

事業勘定 21億1753万円 19億4192万円 9.0%

施設勘定 9286万円 8622万円 7.7%

1億9202万円 2億 410万円 △5.9%

14億5069万円 12億9117万円 12.4%

2億1887万円 2億1864万円 0.1%

1億2919万円 1億2477万円 3.5%

5億9135万円 5億9378万円 △0.4%

6128万円 5017万円 22.1%

２５年度 ２４年度

収益的 1億9988万円 2億 514万円

資本的 1800万円 1565万円

平成２５年度 会計別予算額

歳 入 ・ 歳 出
会 計 名

後期高齢者医療特別会計

公営企業会計名
収 入

水道事業会計

２５年度

支 出

1億9988万円

1億2855万円 1億2391万円

２４年度

2億 514万円

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別養護老人ホームいわびつ荘
運 営 事 業 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計
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第
５
号
と
な
る
一
般
会  

計
補
正
予
算
で
は
�
歳
入

歳
出
を
10
億
１
５
９
万
円

追
加
�
さ
ら
に
�
第
６
号

と
な
る
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
�
歳
入
歳
出
を
１

４
２
７
万
円
追
加
し
�
総

額
92
億
１
３
８
万
円
と
し

ま
し
た
�

　

歳
出
の
主
な
項
目
は
�

総
務
管
理
費
�
教
育
総
務

費
�
中
学
校
費
�
保
健
体

育
費
な
ど
で
増
額
�
社
会

福
祉
費
�
保
健
衛
生
費
�

道
路
橋
り
�
う
費
�
都
市

計
画
費
な
ど
で
減
額
�
財

源
�
歳
入
�
と
し
て
�
町

民
税
�
地
方
交
付
税
�
国

庫
補
助
金
�
町
債
�
借
金
�

な
ど
を
充
て
て
い
ま
す
�

�
質
疑
�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
築

議
員　

給
食
セ
ン
タ
�
建

築
事
業
費
は
�
国
庫
補
助

対
象
事
業
費
の
２
倍
近
く

を
計
上
し
て
い
る
が
�
予

算
額
の
必
要
性
の
説
明
を
�

教
育
課
長　

今
回
の
施
設

建
築
の
設
計
に
基
づ
く
額
�

１
５
０
０
食
程
度
を
提
供

す
る
�

議
員　

な
ぜ
�
国
の
補
助

基
準
を
３
倍
近
く
超
え
る

面
積
の
建
物
を
造
る
の
か
�

教
育
課
長　

提
供
す
る
給

食
数
�
厨
房
�
調
理
器
具

の
配
置
�
見
学
ス
ペ
�
ス

な
ど
に
よ
り
�
こ
の
規
模

に
な
�
た
�

議
員　

給
食
の
配
送
は
�

今
の
計
画
で
実
施
で
き
る

の
か
�

教
育
課
長　

実
際
に
車
両

を
使
�
て
計
画
し
た
�
一

部
に
給
食
時
間
の
調
整
は

必
要
と
な
る
�

議
員　

給
食
の
調
理
時
間

や
積
み
降
ろ
し
な
ど
を
含

め
て
�
調
理
現
場
の
意
見

を
聞
い
た
か
�

教
育
課
長　

現
在
の
と
こ

ろ
�
配
送
計
画
に
つ
い
て

は
�
現
場
関
係
者
と
相
談

は
し
て
い
な
い
が
�
今
後

検
討
し
た
い
�

議
員　

給
食
セ
ン
タ
�
建

築
の
前
提
と
な
る
既
存
建

物
の
解
体
費
用
は
�

教
育
課
長　

給
食
セ
ン
タ
�

建
築
事
業
費
の
中
に
�
１

５
２
０
万
円
が
含
ま
れ
て

い
る
�

統
合
中
学
校
の
整
備

議
員　

統
合
中
学
校
施
設

整
備
事
業
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
�
学
校
現
場
の

意
見
を
聞
い
て
い
る
か
�

教
育
課
長　

関
係
す
る
学

校
長
に
よ
�
て
検
討
は
し

て
き
た
が
�
す
べ
て
の
要

望
を
取
り
入
れ
て
は
い
な

い
�

議
員　

よ
り
良
い
学
校
と

す
る
た
め
に
は
�
窮
屈
だ
�

た
も
の
を
拡
張
し
た
り
�

新
た
な
も
の
を
確
保
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る

の
で
は
な
い
か
�

　

整
備
を
進
め
る
中
で
内

容
変
更
で
き
る
可
能
性
は

あ
る
か
�

教
育
課
長　

予
算
の
範
囲

内
で
の
変
更
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
�
学
校
現
場
と

の
協
議
に
よ
る
�

議
員　

今
後
の
協
議
や
議

論
の
中
で
意
見
が
集
約
さ

れ
た
場
合
�
施
設
整
備
に

つ
い
て
柔
軟
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
か
�

町
長　

設
計
段
階
と
現
場

▼繰越事業となった町道内野・山田川線道路改良事業 ▼耐震補強工事を予定している奥田社会体育館
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協
議
を
詰
め
る
段
階
で
�

変
更
が
生
じ
る
こ
と
は
仕

方
な
い
こ
と
で
あ
る
�

　

一
般
会
計
の
12
事
業
�

地
域
開
発
事
業
特
別
会
計

の
１
事
業
は
�
平
成
24
年

度
中
に
終
了
で
き
な
か
�

た
た
め
�
平
成
25
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
�

　

な
お
�
萩
生
川
西
地
区

基
盤
整
備
事
業
�
２
８
０

０
万
円
�
は
�
平
成
24
年

12
月
議
会
に
お
い
て
�
平

成
25
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
が
決
定
し
て
い
ま
す
�

　

今
定
例
会
で
決
定
し
た

繰
越
事
業
は
次
の
と
お
り
�

　

松
谷
地
区
土
地
改
良
事

業
�
１
０
０
万
円

　

農
業
体
質
強
化
基
盤
整

備
促
進
事
業
�
５
８
８
万

円
　

道
路
ス
ト
�
ク
点
検
事

業
�
５
２
０
万
円

　

町
道
馬
場
・
手
子
丸
線

道
路
改
良
事
業
�
１
５
４

０
万
円

　

町
道
内
野
・
山
田
川
線

道
路
改
良
事
業
�
１
４
０

０
万
円

　

町
道
鳩
ノ
湯
線
道
路
改

良
事
業
�
５
０
０
万
円

　

下
宿
地
内
法
定
外
公
共

物
測
量
設
計
業
務
�
５
０

０
万
円

　

町
道
松
谷
・
六
合
村
線

道
路
改
良
事
業
�
１
８
１

０
万
円

　

町
給
食
セ
ン
タ
�
建
築

事
業
�
６
億
１
３
１
２
万

円
　

統
合
中
学
校
施
設
整
備

事
業
�
１
億
５
３
５
８
万

円
　

社
会
体
育
施
設
整
備
事

業
�
４
２
４
３
万
円

　

あ
づ
ま
ケ
�
ブ
ル
テ
レ

ビ
通
信
系
Ｉ
Ｒ
Ｕ
移
行
事

業
�
３
１
０
８
万
円

補 正 額 予算総額

１０億１５８７万円 ９２億 １３８万円

事業勘定 ８１９６万円 ２１億２１３２万円

施設勘定 ７５万円 ８６８８万円

△８２２万円 １億９５８８万円

８９７万円 １３億 ４７１万円

△２４８８万円 １億１７８４万円

△７３９６万円 ５億５１０７万円

庁舎建設基金積立金（追加） １億円
財政調整基金積立金（追加） ３億円
不採算地区公的病院等助成金 ２８０５万円
町給食センター建築事業 ６億１３１２万円
統合中学校施設整備事業 １億５３５８万円
社会体育施設整備事業 ４２４３万円
福祉医療費（減額） △２６１８万円
除染対策事業工事請負費（減額） △４１００万円
ダム関連道路費（減額） △３１３１万円
街路事業整備費（減額） △３３０１万円

平平成成２２４４年年度度 補補正正予予算算一一覧覧

会 計 名

後期高齢者医療特別会計

一一般般会会計計補補正正予予算算（（主主ななもものの））

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

補 正 額 予算総額

１０億１５８７万円 ９２億 １３８万円

事業勘定 ８１９６万円 ２１億２１３２万円

施設勘定 ７５万円 ８６８８万円

△８２２万円 １億９５８８万円

８９７万円 １３億 ４７１万円

△２４８８万円 １億１７８４万円

△７３９６万円 ５億５１０７万円

庁舎建設基金積立金（追加） １億円
財政調整基金積立金（追加） ３億円
不採算地区公的病院等助成金 ２８０５万円
町給食センター建築事業 ６億１３１２万円
統合中学校施設整備事業 １億５３５８万円
社会体育施設整備事業 ４２４３万円
福祉医療費（減額） △２６１８万円
除染対策事業工事請負費（減額） △４１００万円
ダム関連道路費（減額） △３１３１万円
街路事業整備費（減額） △３３０１万円

平平成成２２４４年年度度 補補正正予予算算一一覧覧

会 計 名

後期高齢者医療特別会計

一一般般会会計計補補正正予予算算（（主主ななもものの））

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計
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複
雑
�
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
的
確
か
つ
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
�
職
員

の
定
員
管
理
の
具
体
的
指

針
と
な
る
基
本
計
画
�
計

画
期
間
�
平
成
24
年
度
か

ら
28
年
度
�
を
策
定
す
る

も
の
で
す
�

　

計
画
で
は
�
平
成
23
年

４
月
１
日
の
職
員
数
２
２

４
人
を
基
準
と
し
て
�
平

成
28
年
４
月
１
日
に
８
・

９
�
減
の
２
０
４
人
と
す

る
目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
�

　

な
お
�
平
成
18
年
４
月

１
日
の
職
員
数
２
５
０
人

は
�
平
成
22
年
４
月
１
日

の
段
階
で
�
12
・
０
�
減

の
２
２
０
人
と
な
�
て
い

ま
し
た
�

�
質
疑
�

議
員　

24
年
度
末
に
な
る

時
期
に
�
24
年
度
か
ら
始

ま
る
計
画
を
策
定
す
る
の

は
理
解
で
き
な
い
�

町
長　

以
前
か
ら
引
き
続

い
て
の
審
議
と
な
�
て
い

た
こ
と
な
の
で
�
仕
方
な

い
�
そ
れ
以
降
の
計
画
を

重
要
視
し
て
立
て
て
い
る
�

議
員　

23
年
度
末
ま
で
に

策
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
か
�
た
か
�

町
長　

さ
ま
ざ
ま
な
審
議

や
出
来
事
な
ど
で
�
計
画

変
更
が
遅
れ
て
き
た
こ
と

は
申
し
訳
な
い
�

議
員　

定
員
適
正
化
の
方

法
は
�

町
長　

職
員
採
用
の
平
準

化
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
�
職
員
構
成
の
平
準
化

を
図
る
た
め
�
計
画
的
に

新
規
採
用
を
行
う
こ
と
も

そ
の
方
法
で
あ
る
�

議
員　

具
体
的
に
何
を
行
�

て
�
定
員
の
適
正
化
を
図
�

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
入
�

て
い
な
い
の
で
は
計
画
と

は
言
え
な
い
�

町
長　

こ
の
計
画
は
�
根

幹
の
考
え
方
を
示
し
て
い

る
も
の
で
�
詳
細
な
こ
と

は
�
担
当
課
で
取
り
ま
と

め
て
い
る
�

議
員　

定
年
延
長
の
動
き

に
よ
�
て
は
�
新
規
雇
用

に
支
障
が
あ
る
こ
と
も
考

え
る
が
�

町
長　

国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と

に
な
る
が
�
定
年
延
長
と

な
れ
ば
�
新
規
採
用
数
に

も
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
�

議
員　

職
員
の
年
齢
構
成

の
偏
り
は
顕
著
で
�
こ
れ

を
解
消
す
る
た
め
に
�
職

員
採
用
に
お
い
て
社
会
人

枠
を
設
け
た
よ
う
だ
が
�

今
後
も
適
切
に
運
用
す
る

こ
と
も
必
要
で
は
�

町
長　

偏
�
て
い
る
年
齢

構
成
の
職
員
を
�
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
す
る
こ
と
も

必
要
で
�
社
会
人
枠
を
活

用
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
も

方
法
を
考
え
た
い
�

議
員　

単
に
定
員
を
減
ら

し
て
い
け
ば
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
�
必
要
な

人
材
は
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
�
定
員
の
適
正

化
と
合
わ
せ
て
�
臨
時
職

員
の
あ
り
方
�
本
来
�
町

行
政
と
し
て
行
う
べ
き
こ

と
を
整
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
�

町
長　

指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
�
施
設
の
統
廃
合

な
ど
も
�
そ
の
方
法
の
現

れ
で
あ
る
�
今
後
も
行
政

サ
�
ビ
ス
に
滞
り
が
な
い

よ
う
定
員
の
適
正
化
を
図
�

て
い
き
た
い
�

議
員　

定
員
適
正
化
を
図

る
た
め
の
総
合
的
な
計
画

と
い
う
点
で
は
�
十
分
な

も
の
と
は
言
え
な
い
が
�

町
長　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
取
り
入
れ
て
の
計
画
で

あ
り
�
定
員
の
適
正
化
を

図
り
な
が
ら
�
行
政
を
執

行
す
る
上
で
中
心
と
な
る　

役
場
組
織
を
作
�
て
い
き　

た
い
�

議
員　

定
員
の
適
正
化
は
�

行
政
の
業
務
量
に
対
し
て
�

職
員
数
が
多
い
�
少
な
い

を
議
論
す
る
こ
と
と
考
え

る
が
�
仕
事
量
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
�

町
長　

業
務
量
の
把
握
は

難
し
い
�
数
値
と
し
て
は

現
れ
な
い
�
職
員
数
は
�

人
口
や
産
業
構
造
な
ど
を

勘
案
し
た
類
似
団
体
�
市

町
村
�
と
の
比
較
に
よ
る
�

議
員　

業
務
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
に
は
�
職

員
の
事
務
処
理
能
力
の
向

上
が
必
要
で
あ
る
が
�
何

を
す
る
の
か
�

町
長　

人
材
育
成
基
本
計

画
に
基
づ
き
�
自
己
啓
発
�

職
場
研
修
な
ど
を
行
い
�

よ
り
良
い
行
政
サ
�
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
た
い
�

議
員　

多
様
化
す
る
ニ
�

ズ
の
中
で
�
行
政
事
務
は

増
え
て
い
る
が
�
こ
の
計

画
は
職
員
の
削
減
の
み
で
�

能
力
の
開
発
な
ど
を
含
む

総
合
的
な
も
の
に
な
�
て

い
な
い
�

町
長　

そ
れ
も
一
つ
の
考

え
で
あ
る
と
思
う
�
こ
れ

か
ら
も
町
民
ニ
�
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
�

議
員　

町
民
に
計
画
を
周

知
し
な
が
ら
�
理
解
を
得

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
思

う
が
�

町
長　

こ
の
計
画
を
よ
り

詳
細
に
検
討
す
る
中
で
�

き
め
細
か
な
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
た
い
�

議
員　

類
似
団
体
と
の
比

較
�
職
員
一
人
あ
た
り
の

人
口
な
ど
を
参
考
に
し
て
�

実
行
し
て
ほ
し
い
�

町
長　

こ
の
計
画
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
�

　

町
で
は
�
町
外
企
業
の

町
内
へ
の
進
出
を
促
す
た

め
�
企
業
誘
致
奨
励
金
交

事業所の
　新設、増設、移転を
　　　　　　　　促進

職員定員適正化計画を
　　　　　　　　策定
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付
条
例
を
制
定
し
�
産
業

の
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡

大
を
目
指
し
て
き
ま
し
た

が
�
こ
れ
を
町
内
の
事
業

所
な
ど
の
新
設
�
増
設
�

移
転
に
対
象
を
拡
大
し
て
�

企
業
立
地
促
進
条
例
と
改

定
す
る
も
の
で
す
�

　

事
業
者
へ
の
優
遇
措
置

�
優
遇
措
置
を
受
け
る
た

め
に
は
一
定
条
件
が
あ
り

ま
す
�
の
概
要
は
次
の
と

お
り
�

　

施
設
設
置
奨
励
金
�
町

内
に
設
置
し
た
事
業
所
に

係
る
土
地
�
建
物
�
償
却

資
産
に
対
し
賦
課
さ
れ
る

固
定
資
産
税
に
相
当
す
る

額
を
初
年
か
ら
３
年
間
交

付
し
ま
す
�

　

事
業
所
等
用
地
取
得
補

助
金
�
事
業
所
建
設
の
た

め
に
新
た
に
取
得
し
た
土

地
の
取
得
価
格
の
50
�

�
上
限
１
千
万
円
�
を
交

付
し
ま
す
�

　

事
業
所
等
関
連
施
設
整

備
費
補
助
金
�
事
業
所
建

設
の
た
め
に
新
た
に
投
資

し
た
額
の
50
�
�
上
限
１

千
万
円
�
を
交
付
し
ま
す
�

�
質
疑
�

議
員　

施
設
設
置
奨
励
金

に
上
限
が
な
い
�
大
規
模

な
投
資
を
す
る
企
業
が
進

出
し
た
場
合
に
財
政
上
�

問
題
は
な
い
か
�

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
心

配
は
な
い
�

議
員　

将
来
に
わ
た
り
問

題
な
い
か
�

町
長　

提
案
の
内
容
で
推

進
し
た
い
�

議
員　

納
め
ら
れ
た
固
定

資
産
税
の
相
当
額
を
�
奨

励
金
と
し
て
交
付
す
る
こ

と
に
問
題
な
い
と
判
断
し

て
い
る
の
か
�

町
長　

そ
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
�

議
員　

条
例
の
全
部
改
正

に
な
る
が
�
元
の
条
例
に

よ
�
て
処
理
し
て
き
た
こ

と
を
�
こ
の
条
例
で
引
き

継
ぐ
た
め
の
規
定
が
な
い

が
問
題
な
い
か
�

町
長　

問
題
な
い
�

　

土
地
開
発
公
社
は
�

�
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
�
に
基
づ

き
�
自
治
体
に
代
わ
�
て
�

公
共
用
地
を
あ
ら
か
じ
め

買
う
ほ
か
�
企
業
誘
致
な

ど
の
た
め
に
土
地
を
取
得

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
�
自
治
体
が
全
額
を

出
資
し
て
設
立
す
る
法
人

で
す
�

　

町
の
土
地
開
発
公
社
は
�

こ
れ
ま
で
に
住
宅
団
地
や

工
業
団
地
の
土
地
取
得
�

造
成
�
販
売
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
�
こ
こ

数
年
は
�
新
規
に
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
な
く
�
住

宅
団
地
の
分
譲
地
の
み
を

販
売
し
て
き
ま
し
た
�

町土地開発公社を
　　　　　　　解散

　

公
社
の
主
な
収
入
源
は
�

用
地
の
販
売
手
数
料
で
す

が
�
販
売
の
見
通
し
も
な

く
�
公
社
組
織
を
存
続
す

る
た
め
の
経
常
経
費
を
毎

年
積
み
重
ね
る
の
み
で
�

そ
の
存
在
意
義
が
課
題
と

な
�
て
い
た
こ
と
か
ら
�

解
散
を
決
定
し
ま
し
た
�

�
質
疑
�

議
員　

公
社
に
よ
る
住
宅

団
地
の
分
譲
な
ど
は
�
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た

が
�
公
社
の
解
散
に
よ
�

て
�
今
後
�
町
と
し
て
企

業
立
地
の
促
進
や
若
者
の

定
住
な
ど
の
施
策
に
支
障

は
な
い
か
�

町
長　

子
育
て
支
援
事
業

な
ど
で
�
残
り
の
分
譲
地

を
住
宅
用
地
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
�
支
障
が
出
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
�

■
災
害
時
に
お
け
る
相
互

支
援
に
関
す
る
条
例

　

災
害
時
に
お
け
る
市
区

町
村
間
の
相
互
の
支
援
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
�
災
害

か
ら
町
民
の
生
命
�
身
体
�

財
産
を
保
護
す
る
と
と
も

に
�
災
害
を
受
け
た
市
区

町
村
に
対
す
る
支
援
活
動

を
�
迅
速
か
つ
適
切
に
実

施
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
も
の
で
す
�

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
�
緊
急
事
態
宣
言
以

降
の
危
機
管
理
体
制
と
し

て
�
町
に
対
策
本
部
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
�

■
在
宅
高
齢
者
等
介
護
予

防
・
生
活
支
援
事
業
費
用

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
制
度
以
外
の

高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
介
護
予
防
・
生
活
支
援

事
業
の
利
用
料
金
を
見
直

し
ま
し
た
�

　

利
用
料
金
は
次
の
と
お

り
�

　

生
き
が
い
活
動
支
援
通

所
事
業
�
１
回
５
５
０
円

そ
の
他
の
議
案

▲土地開発公社の分譲地
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軽
度
生
活
援
助
事
業
�

１
回
３
２
０
円
�
１
回
が

１
時
間
を
超
え
た
場
合
�

30
分
ご
と
に
１
６
０
円
加

算
�

■
共
同
霊
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
24
年
度
に
あ
づ
ま

共
同
霊
園
を
29
区
画
�
１

区
画
７
・
５
平
方
�
�
増

設
し
ま
し
た
が
�
そ
の
使

用
料
を
設
定
し
ま
し
た
�

　

使
用
料
は
次
の
と
お
り
�

　

一
括
払
い
�
37
万
５
０

０
円

　

分
割
払
い
�
３
回
分
割
�

�
40
万
７
５
５
０
円

■
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正

　

小
口
資
金
融
資
の
借
換

可
能
な
期
間
�
平
成
15
年

７
月
１
日
か
ら
25
年
３
月

31
日
�
を
１
年
延
長
し
�

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

と
改
正
し
ま
し
た
�

■
岩
櫃
城
跡
保
存
整
備
委

員
会
条
例

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
�

史
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
岩
櫃
城
跡
の
保
存
整
備

を
行
う
た
め
�
保
存
整
備

委
員
会
を
発
足
す
る
も
の

で
す
�

■
町
道
路
線
の
廃
止
・
認

定
　

土
地
改
良
事
業
�
区
画

整
理
事
業
の
道
路
建
設
に

伴
う
町
道
路
線
の
変
更
で

す
�

　

廃
止
路
線

　
　

三
島
地
内
９
件

　
　

原
町
地
内
３
件

　

認
定
路
線

　
　

三
島
地
内
39
件

　
　

本
宿
地
内
１
件

　
　

原
町
地
内
５
件

■
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

■
温
泉
開
発
基
金
条
例
の

廃
止

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
及
び
各
種
委
員

会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

■
指
定
地
域
密
着
型
サ
�

ビ
ス
に
係
る
事
業
者
の
指

定
に
関
す
る
基
準
並
び
に

事
業
の
人
員
�
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

■
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
�
ビ
ス
に
係
る
事

業
者
の
指
定
に
関
す
る
基

準
並
び
に
事
業
の
人
員
�

設
備
及
び
運
営
並
び
に
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

■
町
営
住
宅
等
整
備
基
準

条
例

■
道
路
構
造
条
例

■
道
路
標
識
条
例

■
移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
道
路
の
構
造
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例

■
移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
特
定
公
園
施
設

の
設
置
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

■
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

■
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並

び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例

■
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

■
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議

■
公
の
施
設
�
榛
名
湖
温

泉
ゆ
う
す
げ
湖
畔
荘
�
の

廃
止
に
関
す
る
協
議

議
会
推
薦
の

　

農
業
委
員

　
　

４
人
を
決
定

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
�
平
成
25
年
３
月

26
日
�
に
伴
い
�
議
会
推

薦
と
し
て
４
人
を
決
定
し

ま
し
た
�

　

こ
れ
は
�
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
で
�
町

長
は
�
選
挙
に
よ
る
委
員

の
ほ
か
�
議
会
が
推
薦
し

た
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

関
す
る
事
項
に
つ
き
学
識

経
験
を
有
す
る
者
４
人
以

内
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
�
と
い
う
規
定
に

基
づ
く
も
の
で
す
�

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員

は
次
の
と
お
り
�

小
山
澄
子
さ
ん
�
岩
井
�

大
嶋
貞
子
さ
ん
�
川
戸
�

田
中
貞
好
さ
ん
�
三
島
�

高
橋
惠
子
さ
ん
�
萩
生
�

　

学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
�
体
育
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
�
体
育
施
設
使

用
料
条
例
の
一
部
改
正
は
�

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
�

学
校
設
置
の

改
正
条
例
な
ど
は

　
　
　

継
続
審
査

あ
づ
ま
共
同
霊
園

▲
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

菅

谷

光

重

佐

藤

聡

一

根

津

光

儀

樹

下

啓

示

山

田

信

行

水

出

英

治

轟

德

三

茂

木

恒

二

金

澤

敏

青

柳

は

る

み

須

崎

幸

一

浦

野

政

衛

一

場

明

夫

橋

爪

英

夫

農業委員会委員の議会推薦 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

災害時における相互支援に関する条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

共同霊園の設置及び管理に関する条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

新型インフルエンザ等対策本部条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の

人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する基準並び

に事業の人員、設備及び運営並びに介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例

14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

在宅高齢者等介護予防・生活支援事業費用徴収条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

企業立地促進条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化のための

固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

小口資金融資促進条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

町営住宅等整備基準条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

道路構造条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

道路標識条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める

条例
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

都市公園条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

温泉開発基金条例の廃止 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格

基準に関する条例
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

浄化槽市町村整備推進事業に関する条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

岩櫃城跡保存整備委員会条例 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度一般会計予算 14 ‐ 9 4 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ 3/14

平成25年度国民健康保険特別会計予算 14 ‐ 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 3/14

平成25年度後期高齢者医療特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度介護保険特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度地域開発事業特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度下水道事業特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度簡易水道特別会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成25年度水道事業会計予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度一般会計補正予算 第5号 14 ‐ 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ 3/14

平成24年度一般会計補正予算 第6号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算 第3号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算 第1号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度介護保険特別会計補正予算 第2号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度地域開発事業特別会計補正予算 第2号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

平成24年度下水道事業特別会計補正予算 第4号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/14

職員定員適正化計画 14 ‐ 7 6 可 ‐ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ 3/15

町道路線の廃止 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

町道路線の認定 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

土地開発公社の解散 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/15

吾妻広域町村圏振興整備組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更

に関する協議
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/15

公の施設（榛名湖温泉ゆうすげ湖畔荘）の廃止に関する協議 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

「農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（農林水産省）」事業等導入促進に

関する請願書（採択）
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/15

年金2.5％削減の中止を求める意見書の請願（趣旨採択） 14 ‐ 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/15

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番 菅谷光重）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

第１回 定例会 平成２５年３月５日～1５日

議 案 な ど の 審 議 結 果

議

決

日

議案名等 議員名簿

出
席
者
数

投

票

数

賛

成

反

対

議

決

結

果
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ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　
　

昨
年
�
実
施
し
た
町

政
懇
談
会
の
課
題
と
今
後

の
予
定
は
�

　
　

参
加
者
が
全
地
区
合

わ
せ
て
60
人
と
少
な
か
�

た
の
で
�
開
催
の
時
期
や

方
法
�
周
知
に
つ
い
て
工

夫
し
�
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
�

25
年
度
も
�
開
催
す
る
予

定
�

　
　

町
政
懇
談
会
に
何
を

期
待
す
る
の
か
�

　
　

行
政
施
策
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
開
示
す
る
こ

と
に
よ
り
�
町
民
の
町
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

得
る
と
と
も
に
�
多
様
化

す
る
ニ
�
ズ
を
伺
い
�
公

正
で
透
明
な
行
政
の
推
進

を
す
る
た
め
に
開
催
し
て

い
る
�

�
障
が
い
者
の
ス
ポ
�
ツ

と
雇
用
�

　
　

障
が
い
者
の
ス
ポ
�

ツ
と
し
て
�
町
は
ど
の
よ

う
な
施
策
を
し
て
い
る
の

か
�

　
　

地
域
生
活
支
援
ピ
ア

サ
ポ
�
ト
事
業
と
し
て
�

各
種
サ
�
ク
ル
活
動
を
実

施
し
て
い
る
�

　

こ
の
目
的
は
�
障
が
い

者
や
家
族
が
互
い
の
悩
み

を
共
有
し
�
情
報
交
換
の

で
き
る
交
流
会
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
で
あ
る
�

　
　

雇
用
の
具
体
的
な
施

策
は
何
か
�

　
　

自
動
車
運
転
免
許
や

居
宅
介
護
従
事
者
�
ヘ
ル

パ
�
�
の
資
格
を
取
得
し

た
場
合
�
補
助
金
を
交
付

す
る
支
援
を
し
て
い
る
�

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
�
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
推
進
し
た
い
�

�
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

�
仮
称
�
導
入
後
の
政
策

に
つ
い
て
�

　
　

県
が
事
業
と
し
て
考

え
て
い
る
市
町
村
提
案
型

事
業
に
参
加
し
て
�
町
の

森
林
整
備
に
活
用
す
べ
き

で
あ
る
�
ど
う
考
え
る
か
�

　
　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
対
策
と
し
て
も
�

耕
作
地
域
に
近
い
里
山
の

保
全
活
動
は
有
効
な
方
法

と
考
え
る
�

　

詳
細
が
決
ま
�
た
段
階

で
十
分
検
討
し
�
活
用
し

た
い
�

一般質問
町政を問う

町
政
懇
談
会
に
求
め
る
も
の
は
何
か

答　

理
解
と
信
頼
を
得
て
行
政
の
推
進
を
図
る

　
　

当
町
の
小
学
校
で
は
�

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模

校
の
少
人
数
学
級
で
あ
る
�

　

こ
の
デ
メ
リ
�
ト
を
解

消
や
緩
和
し
て
や
れ
る
の

は
�
町
長
と
教
育
委
員
会

で
は
な
い
か
�

　

速
や
か
に
方
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
が
�
具
体
的
な

施
策
は
�

　
　

小
規
模
校
に
お
け
る

メ
リ
�
ト
�
デ
メ
リ
�
ト

は
�
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
�

学
校
の
活
力
を
維
持
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
�
一
定

の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
こ
と
か
ら
�
統
廃

合
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
�

�
学
校
現
場
の
体
罰
の
実

態
は
�

　
　

当
町
の
体
罰
実
態
把

握
調
査
の
結
果
は
�
ど
う

だ
�
た
の
か
�

　

体
罰
は
�
暴
力
的
な
も

の
に
目
が
行
く
が
�
言
葉

の
暴
力
へ
の
対
応
は
ど
う

か
�

　
　

調
査
の
結
果
は
�
中

学
校
１
校
で
事
案
の
報
告

が
あ
り
�
内
容
は
�
清
掃

せ
ず
に
上
履
き
で
土
間
に

下
り
て
い
た
生
徒
を
注
意

し
た
が
聞
き
入
れ
な
い
た

め
�
１
回
尻
を
蹴
�
た
と

い
う
も
の
�

体
罰
根
絶
に
つ
い
て
は
�

県
教
育
委
員
会
の
通
知
な

ど
に
基
づ
き
�
指
導
に
努

小
規
模
校
の
課
題
解
決
の
方
策
は

答　

統
廃
合
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る

須崎幸一議員

金澤敏議員



          15

ＱＡ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

め
て
い
る
�

�
食
育
の
推
進
は
�

　
　

当
町
は
�
食
育
基
本

法
に
よ
り
食
育
推
進
計
画

を
作
成
し
て
い
る
が
�
プ

ラ
ン
作
成
時
か
ら
の
取
り

組
み
の
具
体
例
や
成
果
は
�

　
　

保
育
所
の
お
や
つ
講

習
会
�
幼
稚
園
の
歯
磨
き

教
室
で
の
食
育
講
話
�
園

児
や
児
童
�
そ
の
保
護
者

に
対
す
る
親
子
食
育
教
室
�

中
学
生
の
郷
土
料
理
教
室

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
�

保
育
所
食
育
推
進
会
議
も

定
例
会
と
し
て
定
着
し
て

い
る
�

　
　

当
町
の
第
２
次
食
育

推
進
計
画
は
�
ど
の
よ
う

に
な
�
て
い
る
の
か
�

　

新
た
な
給
食
セ
ン
タ
�

建
設
計
画
の
中
で
は
�
現

在
の
食
育
に
対
し
て
�
よ

り
強
力
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
の
か
�
具
体
的
な

施
策
を
伺
う
�

　
　

第
２
次
計
画
は
�
担

当
各
課
で
協
議
を
早
々
に

進
め
た
い
�

現
在
�
各
学
校
に
お
け
る

食
育
の
推
進
と
し
て
�
栄

養
士
や
地
域
の
人
た
ち
�

保
護
者
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
�
講
演
会
や
料
理
教

室
を
実
施
し
て
い
る
�

　

ま
た
�
地
場
産
の
食
材

を
使
用
し
�
児
童
�
生
徒

が
地
元
の
農
業
を
知
�
て

も
ら
う
こ
と
を
推
進
し
て

い
る
�

　

献
立
に
は
�
セ
レ
ク
ト

給
食
や
リ
ク
エ
ス
ト
給
食

の
ほ
か
�
マ
ナ
�
を
学
ぶ

た
め
に
�
ナ
イ
フ
や
フ
�
�

ク
の
日
な
ど
も
設
け
て
い

る
�

青栁はるみ議員

読
書
を
基
盤
と
し
た
町
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は

答　

町
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

　
　

当
町
は
読
み
聞
か
せ

の
団
体
が
長
い
間
�
各
教

育
機
関
に
出
向
き
活
動
し

て
い
て
�
公
民
館
で
は
工

夫
を
し
て
読
書
環
境
を
作
�

て
い
る
�

　

近
い
将
来
の
学
校
再
編

に
よ
る
空
き
校
舎
や
学
校

資
源
の
活
用
�
地
域
で
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
少

な
く
な
る
懸
念
な
ど
が
あ

る
�

　

課
題
克
服
の
た
め
に
も
�

学
校
で
実
践
し
て
い
る
読

書
活
動
な
ど
を
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
�
読
書
を

基
盤
と
し
た
人
と
町
づ
く

り
を
提
案
す
る
�

　

経
済
危
機
で
�
ゆ
と
り

の
な
い
精
神
的
に
厳
し
い

今
だ
か
ら
こ
そ
�
言
葉
の

力
が
大
切
と
思
う
�

　

今
あ
る
団
体
を
大
切
に

し
な
が
ら
�
一
人
で
も
参

加
で
き
る
読
書
サ
ポ
�
タ
�

の
登
録
制
度
を
作
る
べ
き

で
あ
る
�
ど
う
考
え
る
か
�

　
　

各
公
民
館
に
図
書
室

を
設
置
し
て
あ
り
�
約
３

万
冊
用
意
し
�
利
用
し
や

す
い
工
夫
と
合
わ
せ
�
広

報
あ
が
つ
ま
で
図
書
の
紹

介
を
行
�
て
い
る
�

　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
�

交
付
金
事
業
に
よ
り
�
昨

年
度
１
５
０
０
万
円
ほ
ど

の
図
書
の
購
入
を
し
た
�

地
域
の
読
み
聞
か
せ
団
体

に
お
い
て
�
地
区
公
民
館
�

保
育
所
�
幼
稚
園
�
小
学

校
で
月
１
�
２
回
の
読
み

聞
か
せ
を
行
�
て
い
る
�

　

ブ
�
ク
ス
タ
�
ト
事
業

で
は
�
親
子
で
本
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
絵
本

を
配
布
し
�
赤
ち
�
ん
に

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
�

　

本
の
力
は
�
子
ど
も
た

ち
に
と
�
て
�
な
く
て
は

な
ら
な
い
�

中
央
公
民
館
の
図
書
コ
�
ナ
�

▲
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一般質問 町政を問う

　
　

町
で
も
空
き
家
の
情

報
を
集
約
し
�
家
を
探
し

て
い
る
人
や
�
処
分
し
た

い
人
の
対
策
を
考
え
る
時

期
と
思
う
が
�

　
　

空
き
家
移
住
希
望
者

と
�
財
�
移
住
・
住
み
か

え
機
構
と
の
間
を
橋
渡
し

す
る
宅
建
業
協
会
吾
妻
支

部
に
協
力
依
頼
し
�
参
加

業
者
を
求
め
て
い
き
た
い
�

　
　

田
舎
暮
し
を
望
む
人

の
町
へ
の
受
入
れ
体
制
は
� 　

　

空
き
家
や
農
地
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
�
各

課
の
共
有
化
を
図
り
�
地

域
力
の
強
化
を
検
討
し
て

い
き
た
い
�

　
　

空
き
店
舗
対
策
は
�

　
　

県
の
補
助
制
度
�
商

店
街
活
性
化
支
援
事
業
�

を
活
用
す
る
�

　

ま
た
�
他
市
町
村
の
事

例
を
踏
ま
え
て
�
商
工
会

と
も
協
議
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
�

�
Ａ
Ｅ
Ｄ
�
自
動
体
外
式

除
細
動
器
�
の
設
置
は
�

　
　

公
共
施
設
20
カ
所
に

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
実
績
は
�

　
　

平
成
22
年
の
秋
に

�
天
狗
の
湯
�
で
心
臓
疾

患
の
あ
る
女
性
が
足
湯
で

倒
れ
�
使
用
し
た
実
績
が

あ
る
�

　
　

当
町
で
は
�
年
間
約

１
０
０
人
が
心
臓
に
関
す

る
こ
と
で
緊
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
�

　

町
と
し
て
の
対
応
策
は
�

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
�

公
共
施
設
だ
け
で
な
く
民

間
企
業
に
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
�

　

今
後
も
町
民
の
生
命
身

体
を
守
る
た
め
�
町
内
全

域
へ
の
積
極
的
な
普
及
啓

発
を
行
い
�
設
置
の
拡
大

を
図
�
て
い
き
た
い
�

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
え
る
人

を
増
や
す
た
め
�
各
地
区

の
自
主
防
災
組
織
へ
の
講

習
会
を
考
え
て
も
ら
い
た

い
�

　
　

日
赤
群
馬
県
支
部
や

消
防
署
職
員
に
よ
る
出
前

講
習
会
が
あ
る
の
で
�
広

く
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
�

町
内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
は

答　

  （
財
）
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
の

　
　
　

マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
を
活
用

山田信行議員

３
月
７
日　

町
民
課

　

町
民
課
長
出
席
の
も
と
�

主
に
国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
�

　

保
険
税
率
改
正
に
つ
い

て
は
�
急
激
な
値
上
げ
で

負
担
が
重
く
な
る
な
ど
の

理
由
で
否
決
�
24
年
12
月

議
会
�
と
な
�
た
の
を
受

け
�
緩
和
措
置
を
と
り
�

速
や
か
に
税
率
の
改
正
案

を
示
す
こ
と
と
�
町
民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
�
丁

寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
�

　

各
種
健
診
で
病
気
が
重

篤
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
�

受
診
率
向
上
と
予
防
に
さ

ら
な
る
工
夫
を
行
う
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
�

３
月
８
日　

教
育
課

　

教
育
長
�
教
育
課
長
出

席
の
も
と
�
出
生
の
減
少

に
よ
る
幼
稚
園
の
在
り
方

や
学
校
�
社
会
教
育
振
興

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
�

　

給
食
セ
ン
タ
�
に
つ
い

て
�
当
委
員
会
で
指
摘
し

た
見
学
者
用
の
エ
レ
ベ
�

タ
�
は
�
設
計
か
ら
削
除

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
�

　

中
学
校
統
合
へ
向
け
て

の
生
徒
間
交
流
の
問
い
に

対
し
�
夏
に
６
年
生
の
１

泊
の
交
流
事
業
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
や
�
ス
ポ
�

ツ
大
会
と
各
種
行
事
を
利

用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
し
た
�

　

統
合
準
備
委
員
会
各
部

会
の
意
見
の
把
握
と
�
進

捗
状
況
の
説
明
を
要
望
し

文教厚生
常任委員会
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ま
し
た
�

３
月
８
日　

保
健
福
祉
課

　

保
健
福
祉
課
長
出
席
の

も
と
�
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
の
建
設
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
�

　

事
務
所
は
�
デ
イ
サ
�

ビ
ス
セ
ン
タ
�
水
仙
に
隣

接
し
�
３
月
末
に
完
成
し

ま
す
�
会
議
室
な
ど
が
設

け
ら
れ
て
お
り
�
活
発
な

利
用
を
期
待
し
ま
す
�

　

そ
の
後
�
委
員
会
で
は
�

保
育
所
運
営
に
つ
い
て
�

建
物
の
老
朽
化
と
幼
児
数

を
考
え
�
早
急
の
対
応
が

必
要
と
い
う
意
見
に
対
し
�

現
場
の
関
係
職
員
を
交
え

て
視
察
研
究
し
�
検
討
を

始
め
た
こ
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
�

　

特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム

い
わ
び
つ
荘
の
運
営
で
は
�

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
向
け
�
利
用
者
や
職
員

の
意
向
調
査
�
指
定
管
理

募
集
要
項
の
作
成
状
況
�

ス
ケ
ジ
�
�
ル
な
ど
の
確

認
を
し
ま
し
た
�

　

ま
た
�
高
齢
者
福
祉
事

業
で
は
�
介
護
と
予
防
に

力
を
入
れ
る
た
め
�
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
�
の
事

業
が
充
実
さ
れ
る
ほ
か
�

新
規
事
業
と
し
て
�
乳
幼

児
の
命
を
守
る
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
�
胃

腸
炎
予
防
�
の
補
助
金
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
�

　

２
月
15
日
�
ダ
ム
関
連

工
事
現
地
調
査
を
実
施
�

委
員
外
議
員
を
含
む
議
員

八ッ場ダム対策
特別委員会

全
員
で
行
い
ま
し
た
�

　

主
な
調
査
場
所
は
�
長

野
原
町
の
湖
面
１
号
橋
�

新
川
原
湯
温
泉
駅
�
道
の

駅
�
八
�
場
ふ
る
さ
と
館
�

な
ど
の
ほ
か
�
町
内
で
は
�

大
柏
木
地
区
盛
土
造
成
地

線
�
あ
が
つ
ま
ふ
れ
あ
い

公
園
�
天
狗
の
湯
�
で
し

た
�

　

ダ
ム
関
連
工
事
は
�
思

い
の
ほ
か
進
ん
で
お
り
�

生
活
再
建
事
業
は
�
終
盤

に
向
か
�
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
�
道
の
駅

�
八
�
場
ふ
る
さ
と
館
�

は
�
当
町
で
計
画
さ
れ
て

い
る
道
の
駅
構
想
に
と
�

て
�
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
�
計
画
さ
れ
て
い
る

施
設
を
町
の
活
性
化
の
た

め
�
ど
の
よ
う
に
役
立
て

る
の
か
�
十
分
な
検
討
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
�

　

３
月
12
日
の
委
員
会
で

は
�
い
ま
だ
ダ
ム
本
体
の

建
設
決
定
が
な
い
中
で
�

工
事
の
進
捗
状
況
と
25
年

度
の
計
画
説
明
が
あ
り
ま

し
た
�

東日本大震災
復興対策
特別委員会

　

３
月
12
日
�
町
民
課
長

含
め
４
人
の
課
長
よ
り
資

料
提
供
と
説
明
を
受
け
た

の
ち
�
質
疑
�
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
�

　

主
な
説
明
内
容
は
次
の

と
お
り
�

○
除
染
対
策
事
業
の
実
施

状
況

○
放
射
能
測
定
器
貸
出
状

況

大
柏
木
地
区
盛
土
造
成
地
線
で
の
視
察

▲



18卒園おめでとう

　　　　　原町保育園

○
放
射
線
量
の
測
定
状
況

○
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
の
空
間
線
量
測
定
結

果
と
ス
ポ
�
ト
除
染
お
よ

び
今
後
の
測
定
・
除
染

○
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠

償○
放
射
性
物
質
検
査

○
群
馬
県
の
出
荷
自
粛
・

再
放
流
要
請
水
域
お
よ
び

ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
�
養
殖

を
除
く
�
の
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
出
荷
制
限
水
域

○
水
道
水
・
下
水
道
汚
泥
・

汚
泥
肥
料
の
放
射
性
物
質

の
測
定
結
果
�
汚
泥
処
理

方
法
�
東
京
電
力
へ
の
賠

償
金
請
求
・
入
金
状
況

　

主
な
意
見
や
町
執
行
部

の
回
答
は
次
の
と
お
り
�

■
吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
�

周
辺
の
空
間
線
量
測
定
に

つ
い
て

意
見　

測
定
位
置
が
分
か

ら
な
い
の
で
�
明
示
し
て

ほ
し
い
�

回
答　

今
後
は
�
測
定
位

置
図
を
添
付
す
る
�

■
農
林
水
産
業
に
つ
い
て

意
見　

昨
年
�
米
の
検
査

を
地
区
で
行
�
た
が
�
そ

の
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
�

回
答　

安
全
検
査
を
42
検

体
実
施
し
て
�
不
検
出
ま

た
は
基
準
値
以
下
だ
�
た
�

国
の
安
全
検
査
の
基
準
値

以
下
の
数
値
は
�
最
大
で

米
21
ベ
ク
レ
ル
�

■
東
電
賠
償
請
求
に
つ
い

て意
見　

入
金
率
を
上
げ
る

た
め
に
�
何
か
手
立
て
を

し
て
い
る
の
か
�

回
答　

東
京
電
力
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
�
12
月
の

段
階
よ
り
上
が
�
て
い
る
�

　

今
後
の
委
員
会
の

　
　
　

在
り
方
と
し
て

　
　
　
　

廃
止
を
協
議

　

委
員
よ
り
当
委
員
会
の

今
後
の
在
り
方
と
し
て
�

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
の

期
間
延
長
が
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
の
で
�
今
後

に
つ
い
て
は
�
廃
止
す
る

方
向
で
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
�

　

他
の
委
員
か
ら
も
賛
同

を
得
ら
れ
た
も
の
と
判
断

し
�
今
後
は
�
廃
止
の
方

向
で
調
査
�
研
究
の
ま
と

め
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

　

当
委
員
会
は
�
平
成
24

年
12
月
議
会
で
設
置
さ
れ
�

議
長
を
除
く
議
員
が
所
属

す
る
委
員
会
で
す
�

　

付
託
事
項
は
�
�
中
学

校
統
合
に
関
連
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
�
�
�
給
食
調

理
場
建
設
に
関
連
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
�
で
す
�

　

平
成
25
年
１
月
９
日
に

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
�
そ
れ
以
降
�
約
10
日

に
１
回
の
ペ
�
ス
で
開
催

し
て
い
ま
す
�

　

付
託
事
項
に
つ
い
て
の

調
査
�
研
究
を
す
る
た
め
�

町
執
行
部
に
対
し
�
中
学

校
統
合
に
関
す
る
も
の
と

し
て
13
の
資
料
を
�
給
食

調
理
場
建
設
に
関
す
る
も

の
と
し
て
10
の
資
料
を
求

め
ま
し
た
�

　

提
出
さ
れ
た
資
料
に
つ

い
て
は
�
執
行
部
よ
り
説

明
を
受
け
て
の
質
疑
応
答
�

そ
し
て
�
委
員
同
士
の
議

論
な
ど
�
積
極
的
に
協
議

し
て
い
ま
す
�

　

ま
た
�
町
民
の
中
学
校

統
合
に
関
す
る
意
向
調
査

を
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
�

町
内
全
戸
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
�
ト
を
実
施
�
調

査
期
間
�
２
月
20
日
か
ら

３
月
５
日
�
し
ま
し
た
�　

　

付
託
議
案
は

　
　
　
　

 
継
続
審
査

　

25
年
３
月
議
会
で
は
�

中
学
校
統
合
に
関
す
る
も

の
と
し
て
�
学
校
設
置
条

例
の
一
部
改
正
�
が
�
給

食
調
理
場
建
設
に
関
す
る

も
の
と
し
て
�
体
育
施
設

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
�
お
よ
び

�
体
育
施
設
使
用
条
例
の

一
部
改
正
�
が
執
行
部
よ

り
提
出
さ
れ
�
当
委
員
会

に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し

た
�

　

審
議
の
結
果
�
３
議
案

と
も
引
き
続
き
調
査
�
研

究
を
要
す
る
も
の
と
し
て

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
�　

　

３
月
12
日
�
町
長
�
副

町
長
�
総
務
課
長
�
企
画

課
長
の
出
席
の
も
と
�
第

２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

24
年
度
進
捗
状
況
の
詳
細

な
説
明
を
求
め
ま
し
た
�

　

事
務
事
業
の
見
直
し
で

は
�
会
計
管
理
者
の
独
立

が
25
年
４
月
に
行
わ
れ
る

は
ず
で
し
た
が
�
１
年
先

延
ば
し
に
な
�
た
こ
と
に

対
し
�
適
切
で
は
な
い
と

の
こ
と
で
�
一
刻
も
早
い

実
施
を
求
め
る
意
見
が
出

ま
し
た
�

　

学
童
保
育
で
は
�
坂
上
�

岩
島
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
早
期
に
と
の

意
見
に
対
し
�
町
長
は
�

必
要
な
施
設
と
理
解
を
示

し
�
設
置
に
向
け
て
取
り

組
む
用
意
が
あ
る
こ
と
を

答
弁
し
ま
し
た
�

　

特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム

い
わ
び
つ
荘
の
売
却
の
判

断
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
�

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
審

議
に
よ
り
�
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
と
い
う
答
申

が
出
た
こ
と
で
�
そ
の
方

向
で
進
め
る
と
の
答
え
で

し
た
�

　

定
員
・
給
与
の
適
正
化

で
は
�
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
が
県
下
２
番
目
な
の
は
�

年
齢
構
成
が
高
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
�
仕

事
の
質
と
量
を
�
町
民
目

線
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
�
人

中学校統合等
対策

特別委員会

行財政改革推進
特別委員会
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事
考
課
制
度
に
つ
い
て
は
�

24
年
度
は
係
ご
と
の
評
価

で
�
25
年
度
は
本
格
的
に

実
施
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
�

25
年
度
も
試
行
の
段
階
で

あ
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
�

　

ま
た
�
駅
南
再
開
発
や

庁
舎
建
設
問
題
も
議
論
と

な
り
ま
し
た
が
�
具
体
的

な
も
の
が
示
さ
れ
な
い
こ

と
で
継
続
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

　

さ
ら
に
�
実
質
公
債
費

比
率
が
改
善
さ
れ
た
こ
と

の
分
析
と
�
さ
ら
な
る
改

善
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
を
望
む
意
見
も
あ
り
ま

し
た
�

　

第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
�
25
年
度
ま
で
の
計

画
で
す
が
�
第
３
次
を
視

野
に
�
さ
ら
な
る
改
革
の

ス
ピ
�
ド
を
上
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
�
今

後
も
担
当
課
を
通
じ
て
調

査
�
研
究
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
�

１月 29 日　吾妻県民局地方自治講座

　第３回吾妻県民局地方自治講座が、 中之条

町ツインプラザにおいて、 約１５０人が参加

し、 開催されました。

　　「吾妻の地域振興・観光振興～四万で考え

ていたこと、 銀座で考えていること」 という

演題で、ぐんま総合情報センター （ぐんまちゃ

ん家）所長の宮﨑信雄氏が講演。ご自身が四

万温泉で培った経験をもとにした実践的なお

話しでした。

　吾妻の地域振興、 観光振興を考えた場合に、

マスコミ対策がいかに重要であるか。 マスコ

ミに取り上げてもらうために、 「おもてなし

の心」 をもって取材協力をすることで、他の

地方自治講座、県政説明会に
　　　　　　　　　　　 参加

地域との差別化を図り、信用と信頼を得るこ

とで、 人脈作りを構築することが大切である

と語っていました。

　 これからも、 あがつまの地域振興では、 観

光に力を入れて、みんなで吾妻をアピールし

ていくことや、 常に危機感をもって、 前向き

に観光に対して取り組んでいきたいとの考え

を述べていたことが印象に残りました。

２月 13 日　吾妻県民局県政説明会

　 吾妻県民局県政説明会が、中之条町ツイン

プラザにおいて開催され、24 年度事業実績、

25 年度施策の方向性について、 県民局の各

事務所長より説明を受けました。

　 質疑応答では、農業、防災、観光、文化、

高齢者交通対策などがありました。

　 県行政全般の取り組みについて、 理解を深

めることができた説明会でした。

一部事務組合の報告

吾妻広域町村圏振興整備組合

　２月２２日、３月２５日に組合議会を開催

し、 新年度予算や同意人事、条例改正などが

審議され、すべての議案を可決しました。

　平成２５年度一般会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ１６億５３００万円。 主に常備消防、

吾妻養護老人ホーム、火葬場などの事業費で

す。そのほかに中之条病院会計があります。

　郡内６町村負担金は１１億９７６４万円で、

そのうち東吾妻町分は２億９２７４万円です。

吾妻東部衛生施設組合

　 ２月２２日、中之条町役場において組合議

会を開催し、平成２５年度一般会計予算６億

１８００万円、 平成２４年度一般会計補正予

算を可決しました。

　 なお、 最終処分場に係る平成２５年度末の

地方債残高見込額 （借入金） は、 ６億９９７

１万円です。

　　また、 組合管理者より、 被災地の災害廃棄

物の受け入れに関して 「震災がれき受け入れ

の期間延長はしない」 との発言がありました。

烏帽子山植林組合

　 東吾妻町、中之条町、渋川市の構成による

組合議会が２月１８日に開催されました。

　 平成２３年度決算認定、 平成 25 年度予算

１４０万円を可決。 主な歳入は町村負担金

（東吾妻町分は７５万円）。 歳出は５１ ・ １

２㌶の境界ペイント、 管理道整備作業の委託

料です。
▼吾妻東部衛生センター
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春
暖
の
季
節
を
迎
え
て

各
地
域
で
は
�
春
祭
り
行

事
�
そ
し
て
満
開
の
桜
や

水
仙
が
�
気
持
ち
を
和
ま

せ
て
く
れ
た
時
期
で
の
編

集
作
業
で
し
た
�

　

さ
て
�
３
月
定
例
会
で

は
�
46
議
案
と
通
常
よ
り

多
く
の
議
案
が
執
行
部
よ

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
�
普

段
で
す
と
�
新
年
度
予
算

が
中
心
の
審
議
で
し
た
が
�

今
回
は
条
例
議
案
が
24
議

案
と
全
議
案
の
う
ち
半
分

以
上
で
し
た
�

　

紙
面
の
都
合
上
�
す
べ

て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
難

し
く
�
取
捨
選
択
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
れ
か
ら
も
�
町
民
の

み
な
さ
ん
に
�
わ
か
り
や

す
く
�
丁
寧
に
編
集
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
�

　

広
報
委
員 

須
崎
幸
一

編
集
後
記

まちの声

　行沢の滝を紹介します。

　場所は矢倉地内にあります。群馬の「滝巡り

９０選」の本には、行沢の滝と紹介されていま

すが、地元では「千の滝」と呼んでいます。県

内外から写真を撮りに訪れる人がいます。

　幾筋もの水流が、岩肌をはうように伝って落

ちる行沢の滝。高さ３０㍍以上。水量は夏場、

決して多いとは言えず、秋以降はさらに少なく

なります。

　冬季の１月下旬から２月中旬くらいまでは、

滝が全面凍結し見事です（ただ、冬季暖かいと

凍結が少ない）  。夏季は、雨量の多い日がある

と１週間か、２週間は見ごたえのある滝に変わ

ります。

　滝の場所は、地元でも滝があることは知って

いるが、場所が悪いことや登る道がないため、

あまり見たことのない人が多くいます。また、

案内板や専用の駐車場もなく荒れています。

　滝に行くのには少々時間がかかるが、いくつ

かの方法があります。一番楽なのは岩島中学校

の東側の北浦林道を車で進み、坂道を平沢方面

に登りきった所に少し広い場所があるので、車

を止め、下に降り、山道を少し下ります。杉林

の下に山道があるので４０㍍くらい進み、杉林

の中を下に行くと滝に出ます（ただし、杉林の

中は道がない。帰りは登りになる。以前は沢を

登る方法もあったが、今は木が倒れたりして道

が途切れて荒れている） 。

　水量が多ければ林道より滝の音が聞こえます。

車を止めた所より５００㍍くらい。山歩きに自

信のある人以外は、あまりお勧めできないが、

滝の下に行くのにはお勧めかもしれません。ま

た、滝の上に出るのは、車を止めた所より、北

浦林道を平沢方面に少し進んだ所より下ると、

滝の上に簡単に行くことができますが、絶壁な

ので先に出ないよう注意してください。

片貝久次郎さん（矢倉）

行沢の滝（なめざわのたき）


